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構成会社等 Tax Automate CbCR XML/csv

クラウドサーバー

Tax Automate Country by Country Report Module

CbCRの戦略的活用と
Pillar Twoセーフハーバー
対応支援

国別報告書（CbCR：Country by Country Report）は、移転価格文書化における基礎

的な税務コンプライアンスとしての役割を持ち、近年その活用範囲が急速に拡大してい
ます。例えば、EU Public CbCR指令（2023年6月施行）により、EU域内で事業を行う一
定規模以上の多国籍企業は、CbCRの主要情報を一般に公開することが義務付けられ

ました。この流れはオーストラリアなど他の主要国にも波及しており、税の透明性に対
する社会的要請はますます高まっています。

さらに、OECDデジタル課税第2の柱（Pillar Two）グローバル・ミニマム課税の導入に伴
い、CbCRデータはGloBE情報申告書（GIR）の基礎データとなり、また、経過的セーフ
ハーバー（Transitional CbCR Safe Harbour（SH））の適用判定に不可欠なデータソー
スとなっています。

このように、CbCRの正確性・適時性がグループ全体の追加税負担の有無を左右する
時代に入りました。

PwC税理士法人の提供するTax Automate Country by Country Report Moduleは、
こうした環境変化に対応し、CbCRの作成プロセスの効率化・自動化はもとより、Pillar 

Two経過的SHの適用判定（3つの簡易テストの自動計算・判定）をTax Automate上で
直接実行できる機能を搭載しています。加えて、Public CbCR開示対応までを見据えた
包括的なソリューションを提供します。
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Tax Automateの特長

• 必要なデータを構成会社等からクラウドベースで収集および管理

• パワフルなマッピング機能により元データからCbCRの表1を自動集計

• XMLまたはcsv形式のファイルを出力

• Tax Automateに保存されたデータへのユーザークラスごとのアクセス管理が可能

• CbCR作成規則の変更に自動的に対応
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⚫ 【New】 Pillar Two経過的SHの3つの簡易テスト（デミニマス・実効税率・ルーティン利益）の自動計算・判定機能を搭載

⚫ 【New】 EU Public CbCR指令に基づく開示用データの生成・整形に対応

Tax Automateの利用効果

• アップロードされた勘定・財務データから、CbCRに必要な情報を自動計算するため、最終親会社だけでなくグループ全体の作業
負荷および人件費の軽減が可能

• 手作業エラーの削減により正確なCbCR計算が可能

• 買収会社、非連結子会社、サブ連結子会社などさまざまなフォーマットの構成会社等が存在する場合であっても作成を効率化

⚫ 【New】 Pillar Two経過的SHの適用判定によりトップアップ税額ゼロの判定を効率的に実施し、追加税額リスクを低減

⚫ 【New】 Public CbCR開示義務への迅速な対応を実現し、ESGレピュテーションリスクを管理

従来のCbCRデータの集計・共有は、主に表計算ソフトベースのデータ集計とメールベースのデータ共有で行われており、煩雑で工
数を要するものでした（Level-1）。税務データの共有・集計に、クラウド、ワークフロー管理、ETLツール等のテクノロジーを段階的に
導入していくことで、より高度な自動化・効率化が可能になります（Level-2～4）。最終的にはERPベースで税務データ全体の一元管
理を行うことで、データ取得から集計までを一貫して行う高度な自動化・効率化が可能になります（Level-5）。

2024年以降、CbCRデータの重要性は飛躍的に増大しています。Pillar Two経過的SHでは、適格CbCRデータに基づき簡易テスト
（デミニマステスト、実効税率テスト、ルーティン利益テスト）を満たすことで、oBEルールに基づくトップアップ税額をゼロとみなすこと
が可能です。Tax Automateは、この3つの簡易テストの自動計算・判定機能を搭載しており、SHの適用可否をシステム上で直接判
定することができます。

また、Public CbCRへの対応として、開示対象データの正確な切り出し・整形プロセスの構築も求められます。

Tax Automateは費用対効果の高いテクノロジー・ミックスでCbCRデータの共有・集計の自動化・効率化を実現するとともに、Pillar 

Two経過的SH判定の自動実行やPublic CbCR開示への対応を支援します（成熟度グラフ内◎）。

税務データ一元化テクノロジーの成熟度グラフとTax Automateの位置づけ
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